








	 ② 1935 年 6 月のパリ国際作家大会のエレンブルグ
２：『私のパリ』について
（以上、前稿「イリヤ・エレンブルグの写真集『私のパリ』におけるベルヴィルの表象について（１）」
実践女子大学文学部紀要　54 巻、11 ～ 22 頁　2012 年）
前稿の概要
本論は、ソビエト時代を代表するジャーナリストで作家のイリヤ・エレンブルグ（Ilya 
Grigoryevich Ehrenburg, 1891 -1967）が、1933 年にモスクワで出版した写真集『私のパリ』（Moй 
Пapиж）の、写真史的意味を考察することにある。前稿の 1章では、①エル・リシツキーとの関係
及び② 1935 年 6月のパリ国際作家大会の二つの視点から、エレンブルグの経歴を確認した。つまり、
①では 1922 年ベルリンで現代美術の批評雑誌『ヴェーシチ』（Veshch, Gegenstand, Object）を共に
















Gallica でエレンブルグの名前を検索し、『私のパリ』の出版年の 1933 年から 35 年までの雑誌記
事に注目すると、『コミューン誌（Commune. ）』における「文明とファシズム（La civilization et le 





きた一番最初は、1925 年 12 月 7 日（9859 号）における、アナトリ ・ールナチャルスキー（Anatoliy 
Vasilievich Lunacharsky, 1873 -1933）を紹介する記事においてである。翌年の26年6月6日（10039号）
では、メイエルホリドのパリと題された文芸欄において、『トラストD.	E』の名が記されている。また、
同年 8月 31 日（10125 号）において、モスクワで出版された小説『野獣（Rvatch）』2 が紹介されている。
次いで 27 年 1 月 2 日（10249 号）の海外文芸欄に名を見いだすことが出来るが、その後はしばらく
名を見いだすことは出来ない。
次にエレンブルグの名が『リュマニテ』において確認できたのは、1932 年 5 月 19 日（12210 号）




視点が強かった。その後、Gallica で検索できた 1944 年までの『リュマニテ』におけるエレンブル
グの記事のヒット数は、1934 年の 18 件、35 年の 22 件、36 年の 8 件、37 年の 1 件のあとしばらく
無くなる。そして、第二次世界大戦末期の 1944 年に 10 件を数えることになる。
表2は1925年から35年までの『リュマニテ』紙上で確認できた、エレンブルグの記事の概要である。
その内 1934 年から 35 年の 2年間で 40 件の記事にエレンブルグの名前を確認することが出来たが、
その多くは雑誌や会議の広告で占められている。その内訳は、雑誌では『ルガール』の広告が 10
件、同じく左翼系の『モンド』が 4件、『コミューヌ』と『今日のロシア』が各 1件である。また小
説の広告は、リュマニテから出版された『モスクワは涙を信じない（Moscou ne croit pas aux larmes. 
1933）』が 1件、ガリマール社 NRF の『息もつかずに（Sans reprendre haleine. 1935）』が 6件となる。
さらに、会議や講演会の告知として、「革命的作家芸術家協会 L'Association des Écrivains et 
Artistes Révolutionnaires. （AEAR）」主催のものが 6件、「フランス解放劇場連盟 La Fédération du 
théâtre ouvrier de France （FTOF）」主催のものが 3件、さらに「労働総同盟 Confédération Générale 





結局 1934 ～ 35 年の 40 件のうち広告や告知関係が 36 件を占め、残りの 4件が所謂「記事」とな
る。それは、革命的作家芸術家協会が開催した「ソビエト作家会議」の成功を伝える 34 年 10 月 26
日（13097 号）、エレンブルグの『地下鉄の歴史』を紹介する 34 年 10 月 29 日（13100 号）、国際作
家会議を伝える 35 年 6 月 23 日（13337 号）、小説『息もつかずに』を批評する Jean Fréville による





している。また、『リュマニテ』の 34 年 1 月 19 日（12820 号）以降、1月 22 日（12823 号）、2 月 4










『ルガール』は映画評論家のレオン・ムーシナック（Léon Moussinac）によって 1932 年に隔月
刊の雑誌として創刊されたが、34 年 1 月から週刊誌となった。この雑誌の特徴は、前述した『ヴュ』
が豪華な装幀により、高所得者層を読者層としていたグラフ誌的側面が強かったのに対して、『ル
ガール』は、中流階級をターゲットとするニュース雑誌であった。その『ルガール』が週刊誌とし
て再スタートする 1934 年 1 月 26 日発行の第 2号（通巻第 34 号）の表紙には『私のパリ』の第 9章「ベ






① 1934 年 2 月 2 日発行、第 3 号（通巻第 35 号）








3 頁には、もう 2 枚の写真が掲載されているが、左の写真、つまりセーヌ川で釣りをしている男















② 1934 年 2 月 9 日発行、第 4 号（通巻第 36 号）
この号では 5頁～ 6 頁にかけて、前号の続きとしてⅢ「ベンチ（Les Bancs）」、Ⅳ「労働者（Les 
Ouvriers）」の二つの記事が掲載されている。最初の 5 頁には 5 枚の写真が掲載されている（図
21）。それらは、前号同様に多少トリミングされてはいるが、全て『私のパリ』と同じ写真である。
具体的に言うと、左上の写真は『私のパリ』23 頁、右上は 201 頁であるが、原典では左上が第 3章
「その年齢」右上が第 27 章「恋人たち」で掲載されているものである。
次に、5頁の中央は『私のパリ』65 頁（図 22）、左下は 63 頁、右下は 66 頁（図 6）の写真である。
それらは、原典同様「ベンチ」の章で使用されている写真である。続いて 6 頁の写真は（図 23）、
左が『私のパリ』107 頁で、右が 109 頁の写真（図 24）と同一であり、原典同様「労働者」の章で
使用されている写真である。そして、前号同様に、二つの章のフランス語テキストの内容はロシア
語版と同一である。





真は、『私のパリ』141 頁の写真である（図 26）。その写真の右には 2枚の写真が提示されているが、





以上現在のところ確認出来ている『ルガール』誌第 3～ 5 号の『私のパリ』の写真を総括すると、
第 3号冒頭の作者の特定が困難な写真を除いて全て人物が写っている写真である。また、それらの
多くは富裕層ではなく、厳しい労働環境にいる労働者や、老人や浮浪者のような周辺の人物たちが












おいて、ロバート・キャパ（1913 - 1954）、ゲルダ・タロー（1910 - 1937）といった写真家たちの活
躍の場となった。
ところで、このような社会状況のなか、太西洋を隔てたアメリカで『私のパリ』が受容されてい




その『ニュー・マッセズ』誌の 1934 年 9 月 18 日号 25 ～ 26 頁では、ジョン・ボーリング（John 









に再編される「再入植局」において 1935 年に開始された「FSA 写真プロジェクト」において、撮
影を担当するベン・シャーン（Ben Shahn）の興味を引くことになる。6
ベン・シャーンのニューヨークにおける写真を概観する Deborah Martin Kao, Laura Katzman, 





グの『私のパリ』の見開き頁（134 -135 頁）が紹介されている。そして、ベン・シャーンは 1934 年
にウオーカー・エヴァンスを経由して『私のパリ』を手にしたとしている。エヴァンスは、この本
をモスクワで映画を学んでいたジェイ・レダ（Jay Leyda,	1910 - 88）から紹介され、それがベン・シャー
ンの目にとまることになった。






1	 「文明とファシズム」の連載は、『コミューヌ誌』9 ～ 10 号（1934 年 5 ～ 6 月）で確認できる。
2	 この小説はソヴィエトの 1921 年から 24 年のネップ時代の状況に関するものであり、1930 年
にはフランス語に翻訳され、ガリマール社から出版されている。
3	 エレンブルグ（木村浩訳）『わが回想 II（新版）』朝日新聞社、1968 年、227 頁。
4	 「ニュ ・ーマッセズ」に関しては、帆足図南次「アメリカ・プロレタリア文学運動の主軸「ニュ ・ー
マッセズ」」（上）（下）が詳しい、『文学』（岩波書店）41 巻 12 号（1973 年 12 月）83 -102 頁、
42 巻 1 号（1974 年 1 月）78 -95 頁。
5	 http://www.unz.org/Pub/NewMasses - 1934sep18 - 00024	2014 年 11 月 6 日閲覧。
6	 FSA 写真プロジェクトについては、竹中	悠美「FSA 写真プロジエクト再考：大恐慌下のア
メリカにおける〈貧困〉と〈被災〉の表象」『美學』63 巻 2 号、132 頁、2012 年、堀宣雄「FSA
の写真とベン・シャーン」『ベン・シャーン　クロスメディア・アーティスト　―写真、絵画、




8	 ベン・シャーン（佐藤明訳）『ある絵の伝記』美術出版社、1960 年、65 頁。
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表 1 は前稿（紀要　第 54 集）19 頁に掲載
表２　『リュマニテ』誌 1925 〜 35 年における、エレンブルグの記事一覧
日付 号数
1 1925/12/		7 9859 文芸記事 ルナチャルスキー紹介記事
2 1926/		6/		6 10039 文芸記事 メイエルホルドのパリ『トラストD.E』1923
3 1926/		8/31 10125 文芸記事 『野獣』1925 の紹介
4 1927/		1/		2 10249 文芸記事 　
5 1932/		5/19 12210 広告『ルガール』 スペイン戦線レポート
6 1932/		5/20 12211 広告『ルガール』 スペイン戦線レポート
7 1934/		1/19 12820 広告『ルガール』 Mon	Paris.
8 1934/		1/22 12823 広告『ルガール』 Mon	Paris.
9 1934/		2/		4 12836 広告『ルガール』 Mon	Paris.
10 1934/		2/		8 12840 広告『モンド』 Les	Vertus	et	les	Talents.
11 1934/		2/		9 12841 広告『ルガール』 Mon	Paris.
12 1934/		2/10 12842 広告『ルガール』 Mon	Paris.
13 1934/		3/22 12881 広告『モンド』 オーストリア戦局レポート
14 1934/		4/15 12905 広告『モンド』 オーストリア戦局レポート
15 1934/		5/29 12948 講演会告知 A.E.A.R	ソビエトの文芸について
16 1934/		5/30 12949 講演会告知 A.E.A.R
17 1934/10/16 13087 書籍広告 『モスクワは涙を信じない』1933
18 1934/10/18 13089 会議告知 A.E.A.R　ソビエト作家会議
19 1934/10/19 13090 会議告知 A.E.A.R　ソビエト作家会議
20 1934/10/22 13093 会議告知 A.E.A.R　ソビエト作家会議
21 1934/10/26 13097 文芸記事 ソビエト作家会議の成功
22 1934/10/29 13100 文芸記事 ｢地下鉄の歴史 ｣紹介
23 1934/11/		5 13107 講演会告知 Cercle	de	la	Russie	neuve.
24 1934/11/		6 13108 講演会告知 Cercle	de	la	Russie	neuve.
25 1935/		1/		5 13168 広告『モンド』 La	Sarre.
26 1935/		3/11 13233 広告『ルガール』 Sans	reprendre	haleine.
27 1935/		3/21 13243 展覧会告知 ファシズム国際展
28 1935/		3/22 13244 会議告知 Destin	du	Théâtre	1935 告知　FTOF主催
29 1935/		3/26 13248 会議告知 Destin	du	Théâtre	1935 告知　FTOF主催
30 1935/		3/27 13249 会議告知 2面 Destin	du	Théâtre	1935 告知　FTOF主催
31 1935/		3/31 13253 広告『ルガール』 Sans	reprendre	haleine.
32 1935/		4/18 13271 広告『ルガール』 Sans	reprendre	haleine.
33 1935/		5/		2 13285 広告『ルガール』 Sans	reprendre	haleine.
34 1935/		6/20 13334 会議告知 /広告『ルガール』 国際作家会議告知 /Le	Roman	de	l.Ehrenbourg
35 1935/		6/23 13337 文芸記事 文化擁護のための国際作家会議について
36 1935/		7/4 13348 広告『ルガール』 Le	Roman	d'Ilya	Ehrenbourg	nos	rubriques.
37 1935/		8/30 13405 広告『今日のロシア』 RUSSIE	D'AUJOURD'HUI
38 1935/10/20 13456 講演会告知 文化の家　創造の第 3日
39 1935/10/21 13457 講演会告知 文化の家　創造の第 3日
40 1935/10/22 13458 講演会告知 文化の家　創造の第 3日
41 1935/10/23 13459 講演会告知 文化の家　創造の第 3日
42 1935/10/24 13460 講演会告知 文化の家　創造の第 3日
43 1935/10/28 13464 文芸記事 エレンブルグの小説　Jean	Fréville
44 1935/11/17 13484 広告『コミューヌ』 Les	Champs	Français.
45 1935/11/22 13489 広告『NRF』 Sans	reprendre	haleine.
46 1935/12/14 13511 広告『NRF』 Sans	reprendre	haleine.
椎原：イリヤ・エレンブルグの写真集『私のパリ』におけるベルヴィルの表象について（2）
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図 1 〜 13 は前稿（紀要　第 54 集）
20 〜 22 頁に掲載
図 14　『私のパリ』47 頁
























図 25　『ルガール』1934 年 2 月 16 日発行、第 5 号
図 26　『私のパリ』141 頁 図 27　『私のパリ』140 頁
図 28
Ben Shahn Self-Portrait with Angle Viewfinder, 1939 Ink on 
Paper, 20.5x25/6cm Fricke Leica Collection.
Deborah Martin Kao, Laura Katzman, Jenna Webster Ben 
Shahn’s New York. The Photography of Modern Times. 2000, 
Yale University Press. より
